
理　科
※理科は自分の弱点の問題を確認して実施しましょう。
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4　図１のような電気分解装置に少量の水酸化ナトリウムをと

かした水を満たして電気を通したところ，陰極側から気体Ａ

が，陽極側から気体Ｂがそれぞれ発生した。これについて，

次の各問いに答えよ。

　⑴ 　この実験で，水酸化ナトリウムを少量とかした水を用い

て実験を行ったのはなぜか。その理由を簡単に書け。

　⑵ 　この実験で，各電極から発生する２種類の気体Ａ，Ｂが，

装置の上部にたまっていくようすを，最も適切に表してい

るものはどれか。図２のア～エから選べ。

　⑶ 　この実験で，装置の上部にたまった２種類の気体Ａ，Ｂ

と同じ気体を発生させるには，どのような実験を行えばよいか。次のア～エから，それぞ

れ１つずつ選べ。

　　ア�　塩化アンモニウムと水酸化カルシウムの混

合物を加熱する。

　　イ　石灰石にうすい塩酸を加える。

　　ウ　亜鉛にうすい塩酸を加える。

　　エ�　二酸化マンガンにうすい過酸化水素水を加

える。

　⑷ 　この実験で起こった化学変化を，化学反応式

で表せ。

　⑸ 　電気を通す前の少量の水酸化ナトリウムをと

かした水と，実験後に装置に残った液を，別々

の試験管にとり，緑色のBTB溶液を数滴加える

と，液の色はそれぞれどのようになると考えら

れるか。次のア～エから選べ。

　　ア　電気を通す前の液の色…青色，電気を通したあとの液の色…緑色

　　イ　電気を通す前の液の色…青色，電気を通したあとの液の色…青色

　　ウ　電気を通す前の液の色…黄色，電気を通したあとの液の色…緑色

　　エ　電気を通す前の液の色…黄色，電気を通したあとの液の色…黄色

5　２種類の抵抗器ＰとＱを用いて，図１や図２

のような回路をつくり，回路に流れる電流や加

わる電圧について調べた。これについて，次の

各問いに答えよ。

　⑴ 　図３は，抵抗器ＰとＱのそれぞれの両端に

加えた電圧と，そのときに流れた電流との関

係をグラフにまとめたものである。抵抗器Ｐ

の電気抵抗を求めよ。

　⑵ 　図１の回路で，電源装置のスイッチを入れ

ると，電流計は0.2Ａを示した。このとき，電

圧計は何Ｖを示していると考えられるか。次

のア～エから１つ選べ。

　　ア　1Ｖ　　　イ　2Ｖ　

　　ウ　4Ｖ　　　エ　5Ｖ

　⑶ 　図２の回路で，電源装置のスイッチを入れ

ると，電圧計は2Ｖを示した。このとき，電流

計は何Ａを示していると考えられるか。
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⑴　図３より，Ｐの電気抵抗は，2（V）

÷0.1（Ａ）＝20（Ω）。Ｑの電気抵抗は，

2（V）÷0.4（Ａ）＝5（Ω）。

⑵　図３で，0.2Ａの電流が流れている

とき，Ｐには4Ｖ，Ｑには1Ｖの電圧

が加わっている。4＋1＝5（V）

⑶　図３で，2Ｖの電圧が加わってい

るとき，Ｐには0.1Ａ，Ｑには0.4Ａの

電流が流れている。0.1＋0.4＝0.5（Ａ）

⑷　並列回路全体の電気抵抗は，各

抵抗器の電気抵抗の値よりも小さ

い。図２の電源装置の電圧が5Ｖのと

き，Ｐには，5（V）÷20（Ω）＝0.25（Ａ），

Ｑには，5（V）÷5（Ω）＝1（Ａ）の電流

が流れる。0.25＋1＝1.25（Ａ）
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⑵，⑶　水の電気分解では，陽極側に

酸素（気体Ｂ）が，陰極側に水素（気

体Ａ）が，1 ： 2 の体積の割合で発生

する。

⑷　水の分子２個が，水素の分子２個

と酸素の分子１個に分解される。

⑸　水酸化ナトリウム水溶液はアルカ

リ性を示す。実験が進むと，水だけ

が分解されていくので，水酸化ナト

リウム水溶液の濃度は少しずつ濃く

なり，アルカリ性が強くなっていく

ことになる。
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　⑷ 　次の文の｛　　｝の①にあてはまるものを選

び，記号を書け。また， の②にあては

まる数値を書け。

　　 「図１，２のそれぞれの電源装置の電圧を5Ｖに

調整してスイッチを入れ，電流計が示す値を

比べたところ，回路全体の電気抵抗が小さい

①｛ア　図１　　　イ　図２｝のほうの電流計

が ② Ａを示していた。」

6　図１のように，滑車につないだ

おもりをばねばかりでゆっくり

と30cm引き上げ，ばねばかりの

示す値と，糸を引いた距離を調べ

た。次に，図１の滑車を動滑車と

して使用するために，図２のよう

に糸を結び直し，動滑車につない

だおもりをばねばかりでゆっく

りと30cm引き上げた。これにつ

いて，下の各問いに答えよ。ただ

し，糸や滑車の質量，摩擦力は考

えないものとする。

　⑴�　理科で「仕事をした」といえ

るのはどのようなときか。次の

ア～エから最も適切なものを選べ。

　　ア　重い通学かばんを持って，学校まで歩いた。

　　イ　お店に届いたたくさんの注文書を，コンピュータに打ち込んだ。

　　ウ　大きなタンスを移動させるために力いっぱい押したが，動かすことができなかった。

　　エ　子供を背負って階段をのぼった。

　⑵�　図１の実験と図２の実験は，滑車につないだおもりを30cm引き上げるという同じ仕事で

あり，滑車を動滑車として利用するかどうかのちがいがあっても，手がおもりにした仕事

の量はどちらも6Jであった。このように，同じ仕事をするのに，動滑車のような道具を使っ

ても使わなくても，仕事の量が変化しないことを何というか。名前を書け。

　⑶�　これらの実験に使ったおもりの質量はいくらであったと考えられるか。単位をつけて答

えよ。ただし，100gの物体にはたらく重力の大きさを１Nとする。

　⑷�　次の文の の①，②にあてはまる数値をそれぞれ書け。

　　 「図２の実験で，動滑車につないだおもりを30cm引き上げるために，糸を引いた距離は
① cmであった。また，その間，ばねばかりの針は常に ② Nを指していた。」

　⑸�　図２の実験で，手がおもりを30cm引き上げるのに10秒間かかったとする。このときの仕

事率を，単位をつけて答えよ。
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⑴　理科では，物体に力を加え，加え

た力の向きに物体を動かしたとき，

力が物体に仕事をしたという。

⑶　仕事の量（J）＝力の大きさ（N）×

力の向きに移動した距離（m）　より，

図１の実験で手が加えた力は，6（J）

÷0.3（m）＝20（N）　よって，この実

験に使ったおもりは2kgであったこ

とがわかる。

⑷　動滑車を使うと，使わない場合に

比べ，糸を引く力は半分ですむが，

糸を引く距離は２倍になる。

⑸　仕事率（W）＝仕事の量（J）÷仕事

にかかった時間（s）　より，6（J）÷

10（s）＝0.6（Ｗ）
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